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◇
東
崎
２
号
井
の
掘
削
調
査

　
を
質
す

２
号
井
も
温
泉
水
が
出
る
と
予

想
さ
れ
る
が
、
本
町
と
し
て
産

官
学
と
連
携
し
温
泉
水
、
ヨ
ウ
素
、
天

然
ガ
ス
等
の
有
効
活
用
を
考
え
て
は
ど

う
か
伺
う
。

ゆ
い
ま
ー
る
鉱
山
西
原

試
掘
２
号
井
試
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
待
機
児
童
解
消
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
の
入
所
選
定
に
お

い
て
、
在
園
児
は
継
続
し
て
入

園
で
き
た
の
か
。５

歳
児
で
は
、
園
の
定

員
数
が
少
な
い
事
か
ら
入
園
で
き
て
い

な
い
児
童
が
い
る
。

待
機
児
童
の
年
度
当
初
人
数

が
、
平
成
29
年
度
33
名
か
ら
、

30
年
度
は
１
５
８
人
に
増
加
し
て
い
る

要
因
は
。

各
保
育
園
で
の
保
育
士

不
足
に
よ
る
。

待
機
児
童
解
消
は
、
認
可
園
の

増
設
と
と
も
に
保
育
士
の
人
材

確
保
が
重
要
で
あ
る
。
公
立
保
育
所
と

認
可
保
育
園
に
お
い
て
定
員
に
対
し
必

要
と
な
る
保
育
士
数
の
状
況
は
。

公
立
保
育
所
は
定
員
に

対
し
て
必
要
と
し
て
い
る
保
育
士
数
か

ら
３
名
不
足
、
認
可
保
育
園
合
計
で
17

名
の
不
足
と
な
っ
て
い
る
。

保
育
士
定
着
の
策
は
。

西
原
町
保
育
連
と
合
同

で
発
足
し
た
会
議
で
、
保
育
士
確
保
等

の
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

◇
就
学
援
助
制
度
維
持
に
つ

　
い
て就

学
援
助
制
度
に
つ
い
て
は
、

貧
困
の
連
鎖
を
さ
せ
な
い
た
め

に
も
し
っ
か
り
取
り
組
む
べ
き
と
思
っ

て
い
る
。

　
財
源
は
、
財
調
や
予
備
費
を
充
当
し

て
は
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
継
続
し
て

い
く
事
業
で
あ
る
の
で
、
人
件
費
等
経

常
経
費
を
や
り
く
り
し
て
財
源
を
確
保

し
、
就
学
援
助
制
度
を
前
年
度
並
み
に

維
持
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
う

が
。

財
源
を
ど
う
確
保
す
る
か
、

こ
れ
は
大
き
な
課
題
と
し
て
抱
え
る
わ

け
だ
が
、
何
と
か
６
月
補
正
ま
で
に
財

源
を
確
保
、
補
正
を
し
た
い
。

◇
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
継
続
の
見
通
し

精
神
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
を

支
援
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
受
託
し
て
い
る
事
業
者
は
今
年
３

月
20
日
に
閉
鎖
予
定
で
あ
る
。
こ
の
事

業
の
継
続
の
見
通
し
は
。
　

本
事
業
は
障
害
の
あ

る
方
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
必
要
性
は

十
分
に
理
解
し
て
い
る
。
現
在
、
新
た

な
委
託
先
の
募
集
に
向
け
準
備
を
し
て

い
る
。

問

問問問
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祉
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建
設
部
長一

般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
各
自
治
会
事
務
所
建
設

　
の
件
　

町
長
は
施
政
方
針
で
、
「
地
域

活
性
化
事
業
の
推
進
と
し
て
、

各
自
治
会
の
自
主
的
な
地
域
自
治
活
動

を
促
進
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
し

か
し
、
多
く
の
自
治
会
で
自
治
会
事
務

所
が
老
朽
化
し
、
そ
の
建
設
の
た
め
に

行
政
の
支
援
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
提
起

し
て
い
る
。
今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

自
治
会
事
務
所
建
設
に

つ
い
て
は
、
自
治
会
長
会
と
総
務
課
で

昨
年
の
７
月
か
ら
毎
月
２
回
程
度
の
勉

強
会
や
研
修
会
を
行
っ
て
き
た
。
報
告

書
が
２
月
に
自
治
会
長
会
か
ら
提
出
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
方
向
書
の
内
容
を

精
査
し
、
次
の
段
階
と
し
て
各
自
治
会

と
個
別
に
調
整
を
行
い
な
が
ら
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
、

さ
ら
に
調
査
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

◇
町
内
の
県
営
団
地
の
実
情

町
内
の
県
営
団
地
に
住
ん
で
い

る
西
原
町
民
は
何
世
帯
か
。
ま

た
、
人
口
は
何
人
か
。
一
般
の
ア
パ
ー

ト
と
比
較
し
て
県
営
住
宅
の
家
賃
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
　
　
　

町
内
の
県
営
団
地
に

住
ん
で
い
る
西
原
町
民
は
平
成
30
年
２

月
28
日
現
在
で
６
７
９
世
帯
、
人
口
は

１
，
９
１
８
人
と
な
っ
て
い
る
。
家
賃

は
公
社
発
行
の
入
居
者
募
集
の
し
お
り

で
町
内
４
カ
所
の
県
営
団
地
の
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
の
家
賃
は
県
営
内
間
団
地
で
１
万
９

千
１
百
円
か
ら
４
万
５
千
４
百
円
、
県

営
西
原
団
地
で
２
万
１
千
９
百
円
か
ら

５
万
１
百
円
、
県
営
幸
地
高
層
住
宅
で

２
万
２
千
２
百
か
ら
５
万
７
百
円
、
県

営
坂
田
高
層
住
宅
で
２
万
８
千
２
百
円

か
ら
８
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
　

◇
給
付
型
奨
学
金
の
新
設
を

高
校
や
大
学
に
進
学
さ
せ
た
い

が
学
費
が
高
い
の
で
難
し
い
家

庭
が
多
い
。
給
付
型
奨
学
金
を
新
設
で

き
な
い
か
。

将
来
の
人
材
育
成
を
考
え

た
と
き
、
非
常
に
意
義
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
町
の
財
政
状
況
を
考
え
た
場

合
、
現
段
階
で
は
新
設
は
極
め
て
厳
し

い
い
も
の
と
思
う
。

問 が
、
２
号
井
も
試
掘
１
号
井
と
同
様
に

廃
坑
の
予
定
。
今
後
は
、
沖
縄
総
合
事

務
局
の
勉
強
会
に
参
加
し
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

施
設
へ
の
利
活
用
の
検
討
を
官
民
連
携

で
進
め
る
。

◇
海
外
子
弟
研
修
制
度
を

　
質
す
　

（
１
）
平
成
29
年
度
は
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、
何
回

や
り
と
り
し
た
か
。
（
２
）
平
成
30
年

度
は
予
算
１
２
１
万
７
千
円
が
計
上
さ

れ
た
が
、
精
査
し
た
内
容
を
聞
く
。

（
３
）
ど
の
国
か
ら
何
名
の
研
修
生
を

受
け
入
れ
る
の
か
。（

１
）
ペ
ル
ー
共
和

国
、
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
共
和
国
で
実
施
し
て
い
る
。

（
２
）
具
体
的
に
は
先
行
研
修
を
廃
止

し
、
文
化
研
修
や
町
民
と
の
交
流
に
特

化
し
た
研
修
と
な
る
。
宿
泊
先
は
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
沖
縄
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
宿
泊
棟

の
予
定
。
（
３
）

◇
農
水
産
物
流
通
・
加
工
・

　
観
光
拠
点
施
設
を
質
す

（
１
）
指
定
管
理
の
応
募
は
何

社
で
、
そ
の
企
業
名
は
。

（
２
）
平
成
33
年
１
月
開
所
ま
で
の
総

施
工
費
は
。
（
３
）
今
後
７
年
間
の
町

財
政
は
、
毎
年
７
億
か
ら
10
億
円
の
赤

字
見
込
み
で
あ
り
、
事
業
の
廃
止
が
町

民
の
た
め
に
な
る
と
思
う
が
、
見
解
を

問
う
。

（
１
）
事
業
者
は
１

者
で
沖
縄
農
業
協
同
組
合
で
あ
る
。
　

（
２
）
最
悪
の

ケ
ー
ス
で
、
平
成
33
年
12
月
開
所
を
考

え
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
14
億
円
以
内

で
お
さ
め
る
努
力
を
す
る
。

（
３
）
一
括
交
付
金

最
終
年
度
で
あ
る
平
成
33
年
度
ま
で
基

本
枠
が
可
能
で
あ
り
、
本
町
の
第
１
次

産
業
の
持
続
、
地
域
産
業
の
発
展
に
貢

献
し
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
事

業
で
あ
り
、
中
止
は
考
え
て
い
な
い
。
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